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【序論】棒状の液晶性有機半導体は液晶相温度でのスピンコート法で基板に対して垂直配向し平

坦性の高い均一な多結晶薄膜を作製することができ、液晶性のフェニル-ベンゾチエノベンゾチオ

フェン誘導体（Ph-BTBT-10）では高移動度のトランジスタが実現できる[1]。一方で、OLEDや太

陽電池のような縦型デバイスに利用するには、分子を水平配向させる必要がある。これまで、ス

ピンコート法で作製した厚さ 100nm程度の有機半導体薄膜を Polyvinyl alcohol（PVA）で覆い、低

次の液晶相であるスメクチック A や C（SmA や SmC）相に相転移させることでフェニルナフタ

レン誘導体（8-PNP-O4）などの棒状液晶分子を水平配向できることを報告してきた[2]。しかしな

がら、PVAはガラス転移温度（Tg）が約 85℃と低く、本手法を適用できる有機半導体材料が少な

かった。本研究では PVAの代わりに約 230℃の Tgを持つ Poly(methacrylic acid)（PMAA、Fig.1(a))

を用いることで、さらに多くの棒状液晶分子の水平配向した多結晶薄膜の作製を目指した。 

【実験】製膜した厚さ 100nm程度の棒状液晶性有機半導体の多結晶薄膜の上に、スピンコート法

により PMAA薄膜（10wt%水溶液、3000rpm、60秒間）を製膜し、真空加熱（50℃、15分間）に

よって乾燥させる。その後、低次の液晶相温度で 1分間加熱し、40℃の超純水で PMAAを取り除

いた。偏光顕微鏡観察および X線回折（XRD）測定より配向状態を評価した。 

【結果と考察】PMAA薄膜を製膜し低次の液晶相に加熱することで、Ph-BTBT-10の多結晶薄膜が

垂直配向から水平配向に変化したことを偏光顕微鏡像から確認できた（Fig.1(b)）。Ph-BTBT-10は

SmA相温度が 216℃～223℃であるので[1]、この配向制御

の結果は高いTgを有する PMAAを使用したことにより実

現できており、他の多数の棒状液晶分子も配向制御できる

事を示している。以前報告した 8-PNP-O4の配向制御に関

しても、偏光顕微鏡観察および XRD 測定により水平配向

制御ができることを確認できている。従来の PVA を用い

た場合は基板の2割程度の領域しか配向制御できなかった

のに対して、今回用いた PMAA では安定して 9 割以上の

領域を水平配向制御することに成功した。さらに、作製し

た薄膜を正孔輸送層として使用し、電子輸送層に Alq3、ア

ノードに ITO、カソードに Al の積層構造をとった縦型デ

バイスの IV 特性では垂直配向に対して水平配向させた多

結晶薄膜では電流値が 4桁程度増加した。 
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Fig. 1 (a) Chemical structure of 
PMAA. (b) Texture of planarly 
-oriented Ph-BTBT-10 molecules 
observed by polarized optical 
microscopy. 
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